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「地域住民に親しまれ信頼される病院」を目指し、当院から地域の方々に健康に関する様々な情報などを
提供していくため、「坂町病院だより」を発行しています。

　団塊の世代が後期高
齢者となる2025年以
後、急激に高齢化が進む
と言われています。高齢
化に備え、高齢者が最後
まで地元で過ごせる体制
（地域包括ケアシステ

ム）の整備が重要となっています。
　高齢者が地域で暮らす為には生活支援、
医療、介護、更には寝たきり予防や認知症
予防の取り組みが重要です。生活圏の事情
は地域ごとに異なる為、地域の住民が地域
の実情にあった体制を作る必要があります。
地域住民が自分たちの問題として考え、住
民同士、行政、医療への働きかけ等を行う必
要があります。
　最後まで地元で暮らす事は、元気に暮ら
していて、長患いをする前に亡くなる事で
す。いわゆる「ピンピンコロリ」です。昔から
ピンピンコロリは大勢の人の夢で、コロリ観
音には多くの人が参拝していると聞きます。
　大事な事は歩ける事とボケない事です。
いつまでも歩ける為には足の筋肉を鍛える
事が大事です。スクワットが効果的と言われ
ていますが、普通に毎日歩く事も有効です。
歩く場合も体育館など室内でなく、外を歩く
事が大事です。外を歩くと凸凹もあるのでバ
ランスの練習になります。坂道は体力をつ
け、筋肉もつけます。なるべく外を散歩しま
しょう。
　認知症予防にも散歩は有効です。軽く汗
ばむスピードで、景色を眺めながら歩く事が

有効です。早歩きをすることで脳全体に酸
素が行き、脳全体を刺激します。景色を眺め
る事は脳の刺激となります。同じコースでな
くて違った道を歩く事は、慣れた道を歩くよ
り脳の刺激となります。
　筋肉の維持、増強には専門家の指導によ
るトレーニングが有効です。定期的に専門
家が指導している自治体もあります。
　皆で集まり、一緒に慣れない運動をする
事は認知症の予防にも有効です。また定期
的に集まる事により、一人暮らしの人の体調
の変化や認知症の早期発見にも繋がりま
す。
　物事を行うには具体的な手順を考える必
要があります。誰が、どうやって、何処に行く
かは先ず決める事です。認知症の人や交通
手段のない人は行きたがらない可能性があ
ります。誰かが送り迎えする必要がありま
す。ディサービスなどがしている方法です。
　トレーニングの仕方は、何処かで習った人
間が指導を行えばよいと思います。色々な自
治体が独自に行っているので、指導する人が
そこへ習いに行けば良いと思います。場所は
行政が適当な場所を探して、提供すれば良
いと思います。
　一番大事な事は、行きたがらない人を参
加させる事です。これはご近所が誘いあう
以外に良い方法はありません。
　ピンピンコロリを目指すには、自分自身
の努力が最も大事ですが、行政やご近所様
の働きが成否を握っています。

坂町病院 院長　鈴木 薫

地元で最期まで暮らす為に
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　臨床検査科をご存知でしょうか？病院１階で外
来入り口からは一番奥にあります。患者さんから
採取された血液や尿、便を調べる「検体検査」と患
者さん自身を検査する心電図やエコー検査など
「生理機能検査」があります。それぞれの検査を検
査専門のスタッフである臨床検査技師（国家資
格）が行っています。検査室で機器等に囲まれて
仕事をしています（写真１）。病院へ来られている
方は採血、検尿、心電図検査などの検査を経験さ
ているのではないかと思います。医師が患者さん
の病気を診断する時、治療方針を決める時、治療
効果を判断する時など、多くの場面で検査結果は
活用されています。
　臨床検査科の役割は地域に必要な医療チー
ムの一員として臨床支援を行い、迅速・正確・安
全な検査を提供することです。また診療所と病院
を結んでの病診連携の心臓エコー・ホルター心
電図検査では患者さんの都合の良い時間に検
査予約ができるように対応しています。
　坂町病院では現在9名の臨床検査技師が勤務
しています。そのなかで心臓エコーのスペシャリ
ストの超音波認定技師2名、輸血検査のスペシャ
リストの輸血認定技師１名、細胞の良性・悪性を
判定する細胞のスペシャリストの細胞検査士１
名、専門学会認定の臨床検査技師が４名と、精度
の高い検査を提供しています。この人数の割合
は大病院に引けをとらない状況です。また、365
日、24時間院内拘束体制で緊急検査に対応して
います。安心して検査が受けられる病院です。
　外来の検査は採血してから検査結果が報告さ
れるまでの時間を主な検査で30分～35分を目
指しています。外来採血室等では採血管にバー
コードラベルが貼られています。バーコードラベ
ルに患者さんの検査依頼情報が入っており、検
査システムでバーコード情報を確認し、検査シス

臨床検査科技師長　落合 広美

テムと接続された自動分析装置で順次バーコ
ード管理のもと検査が進められています。そし
て検査結果は外来・病棟に送られていきます。
採血室等で患者さんの確認をさせていただて
いるのは患者さん間違いにより、患者さん自身
の結果と異なる結果が報告されるのを防止する
ためです。ご協力をお願いいたします。
　患者さんは外来で採血等の検査結果を受け
取り、先生から説明を受けていると思いますが、
検査項目は略語が多く、検査項目の名前や項目
の意味がわからない場合もあると思います。患
者さん自身の検査結果のことを少しでもわかっ
ていただけるようにと「検査結果報告の見方」を
作成中です（写真2）。検査項目の名称、基準値
など簡単ですが説明を記載しています。採血室
受付に置く予定ですので手に取ってみてくださ
い（2月頃設置予定）。
　尚、患者さん自身の結果については直接主治
医にお尋ねください。
　心電図室の前に大きな「緑
色のボタン」を設置しました
（写真３）。以前は小さいボタ
ンでわかり難くかったと思い
ます。他の検査等で臨床検査
技師が席を離れている場合、
ボタンを押してもらうことで
待ってもらう時間を短くしたいと思っています。
患者さんが来られて待っていることを知るため
のボタンです。今までとの違いに気づいていた
だいている患者さんもいらっしゃると思います。
遠慮なく、押してください。
　また、廊下に置いてあった案内台を無くし、廊
下を広く使用できるようになりストレッチャーも
動きやくなったと思います。
　臨床検査技師は医師や看護師さんたちより
も患者さんと直接かかわる機会は少ないので
すが、縁の下の力持ちになって質の高い医療を
支援しています。患者さんに良い事ができるよ
うに頑張っていきたいと思います。

写真１

写真２

写真３

臨床検査科の紹介
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　去る10月28日(土)、台風21号の影響で木枯ら
しが吹く中、村上市荒川地区公民館で平成29
年度県立坂町病院活性化促進大会が開催され
ました。
　この大会は、平成17年12月に当時の胎内市、
荒川町、神林村、関川村を構成員として設立さ
れた県立坂町病院活性化協議会が主催したも
ので、毎年開催され、今年も行政機関及び坂町
病院をご利用頂いている住民の皆様ら約400人
もの方が参加されました。
　また、ご来賓として、衆議院議員の黒岩宇洋
様、斎藤洋明様並びに県議会議員の小野峯生
様、片野猛様、冨樫一成様にもご臨席いただき
ました。
　大会開催にあたり協議会の会長である高橋
邦芳村上市長が、「…人生100年時代になってき
ました…。ゲートボール大会で80歳代の方がコ
ートの中を走っている姿を見かけた。…高齢で
も健康な方が増えるようサポートしていく。その
ためにも病院と行政がしっかりと連携していく
ことが大事」と挨拶されました。

　続いて、衆議院議員の先生方からの祝辞挨拶
では、地域内の少子化対策・医師不足などの問
題について、県議会の先生方からの祝辞挨拶で
は、当院敷地内にあるあらかわ病児保育センタ
ーの活用等子育て支援及び医学生への奨学金、
研修医に当地域の良さを知ってもらう働きかけ
や、下越医療圏構想では新発田病院に力が入っ
ていて、坂町病院は置き去りになってしまうので
はないかといった、促進大会にふさわしい、これ
からの坂町病院を取り巻く当地域の社会情勢を
垣間見るお言葉を頂きました。
　次に、地域住民代表として、関川村在住の高
橋八男様から意見発表がなされ、ご自身の入院
体験談をを講話されました。入院された際に
は、先生方の的確な医療と看護師による手厚く

優しい看護に
より、自分が思
っていた以上
に病から回復
し、この様に皆
さまの前で発
表できる喜び

を表現され、坂町病院が当地域には大切な存
在であると結びました。
　その後、井畑明彦胎内市長から大会決議案
として「(～略～)常勤の内科・小児科医師の増
員及び整形外科医師の確保、産科の復活、リハ
ビリテーション機能や在宅医療、並びに医療
機器の充実を図り、一刻も早く、将来を見据え
た力強い病院機能の改善が必要である。」と、
県立坂町病院の医療体制の改善と機能の充実
を早期に実現していく決議がなされました。
　鈴木薫病院長のお礼の挨拶があり、その後、
テーマ「坂町病院の外科医療について」として
冨田広外科部長
による記念講演
が行われ、当院
の外科手術件数
のランキングや
具体的手術の方
法を写真や動画
など、ユーモアも交えて分かり易く説明され、
また、外科医師の偏在による影響で坂町病院
では外科手術が出来なくなるのではないかと
言った課題や危機感も話され、会場からは笑
い声や頷く姿勢が見受けられました。
　最後に、平田大六関川村長から閉会の挨拶
があり、12月23日の任期満了で村長を退任さ
れることから、「この大会の挨拶も最後になっ
た」と感慨深げにまとめ上げられ、場内から盛
大な拍手を受け大会は終了しました。
　また、今年は参加者全員に
荒川地区まちづくり協議会の
取組で開発された「ラベンダ
ーウォーター」が配布され、こ
ちらも大好評でした。
　来年の促進大会は関川村で開催予定です。
是非ご参加くださいますようお願いいたしま
す。

「県立坂町病院活性化促進大会」開催されました

〈ラベンダーウォーター〉

高橋八男様

冨田先生の記念講演
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冬の感染症～インフルエンザ～冬の感染症～インフルエンザ～冬の感染症～インフルエンザ～
　インフルエンザは「インフルエンザウイルス」
に感染して起きます。かぜと異なり、高熱や頭
痛、関節・筋肉痛など全身症状が主となり、
急にあらわれます。新潟県内は11月初めより
流行期に入りました。
　インフルエンザは、主に、咳やくしゃみの際に
口から発生するしぶきによって感染します。咳
やくしゃみでウイルスは2～3メートルも飛ぶと
いわれていますから、マスクをつけずに咳やく
しゃみをしている人のそばにいると、そのしぶ
きを吸い込んで感染する可能性があります。咳
やくしゃみのある人は、マスクの着用がエチケ
ットです。
　また、ウイルスは環境表面でおよそ2～8時間

程度生きているといわれ
ていますから、咳やくしゃ
みを覆った手を洗わずに、
ドアノブなどに触るとウイ
ルスが付着し、ある程度
生き続けます。その場所を
触った人が、手を洗わず

に鼻を拭ったりすれば、感染する
可能性があります。外出した場
合、どこにウイルスが付いているかわかりませ
んから、帰宅後の手洗いが大切です。こまめに
手洗いをしましょう。
　インフルエンザにかかったかな？と思ったら、
持病のある方や高齢の方の場合は重症化する
ことがありますので、すぐに医療機関を受診して
ください。
　インフルエンザにかかった人と同居している
人が感染しないよう確実に予防することは
困難ですが、インフルエンザにかかった人に
マスクをしてもらう、こまめに手を洗うこと
などを心掛けてください。また、小児・未成年者
がインフルエンザにかかった際は、転落等の異
常行動を予防するため、インフルエンザの薬の使
用に関わらず、2日間は一人にしないことを原
則としてください。
　インフルエンザは予防が肝心、手洗いと咳エ
チケットで「流行」にはのらないように心がけ
ましょう。

　平成29年10月26日、井畑胎内市長を当院の
「一日院長」としてお迎えしました。
　「一日院長」は周辺自治体の首長様など院
外の有識者をお招きして、地域医療の現状や課
題を知ってもらおうと、平成14年から実施し、今
年で1 6 回目になります。
　鈴木院長から医師不足、中心的な医師の高齢
化、派遣医師の縮小など当院を取り巻く実情の
説明を受けられた後、井畑市長は白衣に着替え
られ、病棟、外来や薬剤室などの院内を巡視し、
各部門の長に熱心にご質問をされていました。
　院内巡視後は講堂で約30名の職員にご講話
いただきました。当院とは胎内市健康福祉課長
時代に関わりがあり、「いい風土をつくっている
病院だと感じている。これからも（患者の権利の尊重と安全で良質な医療の実践などの）基本方
針を実践していただければありがたい」とのお話がありました。

１ 日 院 長

一日院長院内巡視

一日院長公演


